


















































































発展途 ｜二｜主lにおいては，たとえば GNPのような経済的指襟は， ヰ輸出による利益，すなわち「天然
資源」の開発と密接な関連をも っている・貧困は，こう した資源の牙ミ開発 ・未利用に由来するもので























がら， 1972年のス トックホルム環境会議における ひとりの参加者Lこよって， 次のよう代弁されてい
る．「ひとたび発展が成就され， 何百億ドノレという GDPが達成さ 才1,' また貧困のまん延が是正され









して発展の「販売」を始めた．宣伝業者(.i，その宣伝文句を一般大衆の メンタ リテ ィに合わせようと
するので，彼らの名案のj宝物は，発展についての心理状況を反映するものである．一般に，発展とは
工業化とほとんど同義語とされて＼，、る．次のようなオーウェル流の宣伝文句の例は，アマゾン開発へ
の投資の奨励を目的としたものである〈第 l~I). 「あなたが学校で習っ たような アマゾンは ， もはや
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投資資金は，l 政府の財政援助政策によ って可能となった．すなわち， アマ ゾン開発庁によ って認めら
れた事業に，ブラジノレの企業が税金の軽減額に見合った投資を行えば，年n，~の連邦税が50%まで控除
される．こうした投資の絶好の対象となったのが3 マトグロッソ州北部やパラ州南部における牧場の
建設であり，それらの大部分が，サンパウ ロに本拠をおく会社である．こ うした広告は， たとえばリ










o sookm I 
図
行政f'0アマゾン 〈〉 道路（計画中、建桝のものも含む）











AC, Acre, AM, Amazonas; AP, Arna pa; GO, Goias ; MA, Ma ranhao; MT, Mato Grosso; 
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された．これに伴い，ブラジノレ・アマ ゾンの東端部ではブラジリ アとベレンとを結ぶ道路が，また凶
端部ではブラ ジリアとリオ ・ブランコ （アクレ〉とを結ぶ道路が開通した （第2！玄j).道路網は，伝









1973, 1979）. アマゾン横断道路によ って，イエスズメがヒレア平j京を西へと前進することが符易 と








る．道路によって大都市市場が接近する結果，乱獲が助長される し （Sternberg 1975），間接的に
は，潟、類人口に悪影響を与えるような諸活動が促進される． たとえばロンドニアでは，スズ鉱山の廃
棄物によって， マデイ ラ川は下流200kmにわたって汚染された（Goulding1979). 
IV 資源としての人間
物質的資源を評価する場合の狭く偏った見方は，人間についても適用される brat;os （ブラソス，









ブラジル ・アマソソにおける］克代のフロンティアと々をの部J:R:への影響！＇ 279 
1m1は，ー兄夫1.f<秩序とも思える景観を呈しているが，これは自然のエコシステムの多様性と持久性を，
多少なりとも校似したものである．従って ， 混~＠：景観は生態的にすぐれた調和を保っており ， 特に地
力の保持と合型j!_’内な害虫駆除の機能をもっ．熱；！背の伝統的農業をj扱った研究は，この害虫駆除につい
て， しかるべき注目を払ってはし、ない（Glassand Thurston 1978) .害虫にl犯する進歩的な専門家は，
目標にした害虫の復活と二次的な害虫の発生によって，化学薬品を使用し続けることを断念してしま
った（Luck,van den Bosch and Garcia 1977, van den Bosch 1978）.彼らの結論によれば，害虫駆
除は ， 生態l竹原則，おのおの害虫の生物的特性， そして害虫の増｝J[J を訴！位する ff~！然の：~~図に基づくべ
きである（Smithet al 1974）.これらはまさに土着の小農民の基オζ！万（翌日である． すなわち，生物的









た．マニオクと豆類の結合による実験の結果は，きわめて有望なものであった. T可作物の収 量 は高
く， Wt －－－~主Ji守で！司じ量の豆知とマニオグを生産するにはヲその 1. 7倍の土地が必要となることがわか
った（CAIT1978a). またit~o/J的害虫駆除の点でも，混植の利点yが再発見された・ イモムシ （En・n-
り lScLlo），キャッサハ ・グンバイムシ（¥1 el・8α m.ant・hoti), コナジラミ （Alcurot1’achelu5sp.），そ
して Silba戸cnduLaといったマニオクの害虫が観察されたが，こオ1らは単一栽培よりも混植すると






ため， 熱情雨林ヒレア周辺部の草原地帯に 111~ られてきた ・ 特にマテジョ島の草原と， リオブランコ上










ーノス lO）が居住し，マナウスの集乳閤としての発展がみられたくSternberg1956, 1966, 1975). しか
し，森林の伐採による牧場の建設はむしろ例外的で，ノミイオニア的牧夫の関心は，天然の草原一一想




















































































































































































今までのところ，サトウキピ生産がこの組織の中心となっており， ｝！l~?k. アルコールの生産は， 1975
年の 2.2イ意リットルから1977年の11億リットルへと， 5倍の地JIJがみられた（FIBGE1979) 19). Proal-











である．ゴ二壌の Phが6から 6.5が最適ではあるが， 5から 9までの範囲でも生育できる（Albuquerque


























のサトウキビとマニオクの栽培地として計回している（NationalAssociation of American Chambers 





































修正される見込は充分にある・現今のさ！eJ戻；モテ‘ルが害の多いも のであるこ とは， それが移植された！｜寺
はもちろんのこと，今日さ らに明らかとなっている・こ うした そデルは，環境的倫理的規範を無視し
ているがゆえに，いかなる地域でも，長期的にみれば機能しえないものである
il帯地域ではどのよう な変化も起こ らないであろう と仮定し ながら，熱；！背雨林のrvJ：壊について語る
ことは，大いに誤った判断である． こうした思考は，全世界のオ官互関連性を理解していないものであ
り，イアン・ パノレボー (1970）の表了見 をイ昔り れば，我々は「と もに呼吸しあるいは笠患し， ともに栄
えあるいは滅びる」運命にある．また人煩がひとつの大きなi民投期に到達しているという事実を，こ
うした思考は見逃しているように思える． 原油その他の資源を安価に入手でき，またその埋蔵の枯渇
や環境への影響には無ij頚着に消費で きる と信じ られていたi時十℃は，終りに近づL，、ているのである．エ
ネルギーがきわめて貴重で高価な物品になるような状況に，世界人口のかなりの部分が笹面し，そう
した時代は，楽観的にd:J-.ればひと！堂イ七かあるし、は2世代にわたることになろう．このような事態にな





































































6）たとえば， Smith(1974, 1979), Alfinito (1975, 








































13）たとえば， Sagan,Toon and Pollack (1979）を
参照．
14）たとえば， Molion(1975), Lettau, Lettau and 





16）たとえば， Goldemberg(1978), Miccolis (1978), 




に感染しており p その病源菌は Cylindrocladium
pteridis と雑誌、されている (Hodges, Reis and 
Ferreira 1975）.最近のある研究は，ジャリにおけ
る樹林義歪営を悩ましうる，他の問題についてもふれ
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Contemporary Frontiers in Brazilian Amazon. 
Some Environmental Consequences 
日ilgardo’Reilly STERNBERG 
The Portuguese and Neo-Brazilians who opened up the Amazon ascended the river and its 
tributaries, leaving behind, often essentially untouched, the wilderness through which they passed. 
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object of veritable carnages, as in th巴 caseof the manatee or the Amazon turtle. 
Contemporary governments of different political colorations, obsessed with the idea of 
actualizing the economic potentialities of Amazonia, have attached great importance to the region' s 
development. One result ¥Vas the construction of a new I〕一etworl王 ofhighways. These not口 onlv
are in伽附Iv
men ting gene pools), but also open the way for activities that will in turn have serious ecolo-
gical effects. 
The single most important factor of environmental destrution in the Brazilian Amazon dur-
ing the last couple of decades has been the establishment of cattle ranches, which entail the 
clearing of upland forests and the planting of exotic grasses. Hefty subsidies have been granted 
for this purpose to Sao Paulo investors, as well as to transnational corporaions. Grassification 
has long-range, albeit as yet unforeseeable, regional and global effects. 
The latest version of an Amazonian Eldorado is the perception of the region as a cornucopia 
of abundant energy. Prominent a1nong the means envisaged to harness such power is the 
construction of hydroelectric plants. Experience has shown that, in a tropical milieu they can 
set off a chain of harmful effects_ It is probable that, at best, hydroelectric developments on 
Amazonian rivers will vlipe out several species of fish, thereby diminishing a source of protein 
particularly valuable to underprivileged rural populations. 
Even as plans for huge hydroplants are being implemented in Amazonia, exploration goes 
on for other energy sources, notably biomass. whether this is derived from native forests, planted 
stands, or agricultural commodities; whether it is destined to be used as fuel wood and charcoal, 
or as feedstock for a sophisticated s i 1vichemical industry, variety of enviromental problems are 
certain to emerge. Furthermore, the prospect of a large-scale diversion of feed crops to industrial 
uses cannot but arouse misgivings concernig the possibility of creating or aggravating nutritional 
deficiencies. 
A new frontier in the realm of ideas confronts not only the pioneers of Amazonia, 
but a1 humankind. Although technology should not be excluded from it, this frontier is 
not primarily a technological one. The great challenge : to find new paradigms, less energ；ド
intensive, more in harmony with the fragility and finiteness of the environment, and viscerally 
C配的ー w出 theso加 economic（吋 ofC叩民 eth
essential to discover也‘orrediscover--not one, but a number of development models, each adaptive 
with respect to its particular enviro口 mentand attentive to lore traditional in each region. 
